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１　計画策定の意義

２　基本的方向

　本計画を実施するに当たっての基本的方向を以下に示す。

３　計画期間

　本計画の計画期間は令和８年４月を始期とする５年間とし、令和10年度に見直す。

４　対象品目

５　各年度における容器包装廃棄物の排出量の見込み (法第８条第２項第１号)

ｔ ｔ ｔ ｔ ｔ

十和田市分別収集計画

項目
令和８年度
（2026）

９年度
（2027）

10年度
（2028）

11年度
（2029）

12年度
（2030）

容器包装廃棄物 1,186.6 1,169.5 1,152.4 1,135.4 1,118.3 

市民・事業者・行政が一体となって容器包装廃棄物の４Ｒを推進し、協働により循環型社会の構

築を目指すものである。

　収集運搬・中間処理は、十和田地域広域事務組合で行う。

本計画は、容器包装廃棄物のうち、スチール製容器、アルミ製容器、ガラス製容器（無色、茶

色、その他)、飲料用紙容器、段ボール、紙製容器包装、ペットボトル、プラスチック製容器包装

を対象とする。

　現代社会は経済の発展に伴い生活が物質的に豊かになる一方で、地球温暖化や資源の枯渇など
様々な環境問題を抱えており、廃棄物の分野においても、ごみの排出に伴う環境負荷の増大や最
終処分場の残余容量の逼迫、不法投棄などの問題が深刻化している。快適でうるおいのある生活
環境の創造のためには、「大量生産・大量消費・大量廃棄」型のライフスタイルや社会経済シス
テムから脱却し、生産から流通、消費、廃棄に至る過程で効率的な利用やリサイクルを推進する
循環型社会を形成していく必要がある。そのためには、社会を構成する主体がそれぞれの立場で
その役割を認識し、履行していくことが重要である。
　このような背景から本市は、令和６年４月に第５次十和田市ごみ減量行動計画を策定し、令和
10年度末までの５ヶ年の計画として、Reduce（ごみを減らす）、Reuse（再利用する）、Recycle
（再資源化する）、Refuse（ごみを発生源で絶つ）の４Ｒを基調とし、市民・事業者・行政の三
者による連携、横断的な取り組みを進めていくこととしている。
　本計画はごみ減量行動計画に基づき、ごみの発生抑制を図るとともに、一般廃棄物の多くを占
めると容器包装廃棄物の一層のリサイクル推進に向けて具体的な推進方策を明らかにし、これを
公表することにより、すべての関係者が一体となって取り組むべき方針を示す。また、本計画の
推進により、廃棄物の減量や最終処分場の延命化、資源の有効利用が図られ、循環型社会の構築
が図られるものである。
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６　容器包装廃棄物の排出の抑制を促進するための方策に関する事項 (法第８条第２項第２号)

７

缶

主としてガラス製の容器 ガラスびん

飲料用紙パック

主として段ボール製の容器 段ボール

主として紙製の容器であって上記以外のもの

ペットボトル

・廃棄物減量等推進員と行政が協働で取り組みを進め、適切な分別とリサイクル活動を推進する。

分別収集をする容器包装廃棄物の種類 収集にかかる分別の区分

主としてスチール製の容器
主としてアルミ製の容器

無色のガラス製容器
茶色のガラス製容器
その他のガラス製容器

主として紙製の容器であって飲料を充てんするためのもの(原材料と
してアルミニウムが利用されている物を除く。)

飲料用紙パック、段ボール以外の紙製
容器包装

主としてポリエチレンテレフタレート（PET）製の容器であって飲
料、しょうゆ等を充てんするためのもの

主としてプラスチック製の容器包装であって上記以外のもの
ペットボトル以外のプラスチック製容
器包装

容器包装廃棄物の排出の抑制の促進を図るため、以下の方策を実施する。なお、実施に当たって
は、行政、市民、事業者、再生事業者等がそれぞれの立場から役割を分担し、相互に協力・連携を
図ることが重要である。

・市の広報や出前講座制度等を通じて、容器包装廃棄物の４Ｒの推進に関する普及啓発活動を積極
的に推進していく。

　分別収集するものとした容器包装廃棄物の種類及び当該容器包装廃棄物の収集に係る分別

の区分 (法第８条第２項第３号)

　最終処分場の残余容量、廃棄物処理施設の整備状況及び再商品化計画等を総合的に勘案し、分別

収集をする容器包装廃棄物の種類を下表左欄のように定める。

　また、市民の協力度、十和田地域広域事務組合が有する選別施設等を勘案し、収集に係る分別の

区分は、下表右欄のとおりとする。
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８

 (法第８条第２項第４号)
分別基準適合物の特定分別基準適合物ごとの見込み量

t t t t t

t t t t t

t t t t t

t t t t t t t t t t

t t t t t

t t t t t t t t t t

t t t t t

t t t t t t t t t t

t t t t t

t t t t t

t t t t t

t t t t t t t t t t

t t t t t

t t t t t t t t t t

t t t t t

t t t t t t t t t t

t t t t t

t t t t t t t t t t

令和８年度 令和９年度 令和10年度 令和11年度 令和12年度

主としてスチール製
の容器 71.6 70.6 69.6 68.5 67.5 

主としてアルミ製の
容器 84.2 83.0 81.7 80.5 79.3 

(合計) (合計) (合計) (合計) (合計)

136.4 134.5 132.5 130.5 128.6 

(引渡量) (独自処理量) (引渡量) (独自処理量) (引渡量) (独自処理量) (引渡量) (独自処理量) (引渡量) (独自処理量)

136.4 0.0 134.5 0.0 132.5 0.0 130.5 0.0 128.6 0.0 

(合計) (合計) (合計) (合計) (合計)

167.4 164.9 162.5 160.1 157.7 

(引渡量) (独自処理量) (引渡量) (独自処理量) (引渡量) (独自処理量) (引渡量) (独自処理量) (引渡量) (独自処理量)

167.4 0.0 164.9 0.0 162.5 0.0 160.1 0.0 157.7 0.0 

(合計) (合計) (合計) (合計) (合計)

114.8 113.2 111.5 109.9 108.2 

(引渡量) (独自処理量) (引渡量) (独自処理量) (引渡量) (独自処理量) (引渡量) (独自処理量) (引渡量) (独自処理量)

114.8 0.0 113.2 0.0 111.5 0.0 109.9 0.0 108.2 0.0 

主として紙製の容器
であって飲料を充て
んするためのもの(原
材料としてアルミニ
ウムが利用されてい
るものを除く。)

1.8 1.7 1.7 1.7 1.7 

主として段ボール製
の容器 146.0 143.9 141.8 139.7 137.6 

(合計) (合計) (合計) (合計) (合計)

43.2 42.6 42.0 41.3 40.7 

(引渡量) (独自処理量) (引渡量) (独自処理量) (引渡量) (独自処理量) (引渡量) (独自処理量) (引渡量) (独自処理量)

43.2 0.0 42.6 0.0 42.0 0.0 41.3 0.0 40.7 0.0 

(合計) (合計) (合計) (合計) (合計)

135.0 133.0 131.1 129.1 127.2 

(引渡量) (独自処理量) (引渡量) (独自処理量) (引渡量) (独自処理量) (引渡量) (独自処理量) (引渡量) (独自処理量)

135.0 0.0 133.0 0.0 131.1 0.0 129.1 0.0 127.2 0.0 

(合計) (合計) (合計) (合計) (合計)

165.7 163.3 161.0 158.6 156.2 

(引渡量) (独自処理量) (引渡量) (独自処理量) (引渡量) (独自処理量) (引渡量) (独自処理量) (引渡量) (独自処理量)

165.2 0.5 162.8 0.5 160.5 0.5 158.1 0.5 155.7 0.5 

(合計) (合計) (合計) (合計) (合計)

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 

(引渡量) (独自処理量) (引渡量) (独自処理量) (引渡量) (独自処理量) (引渡量) (独自処理量) (引渡量) (独自処理量)

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 

　各年度において得られる分別基準適合物の特定分別基準適合物ごとの量及び容器包装リサ

イクル法第２条第６項に規定する主務省令で定める物の見込み量

無色のガラス製容器

茶色のガラス製容器

その他のガラス製容
器

主として紙製の容器
包装であって上記以
外のもの

主としてポリエチレ
ンテレフタレート
（PET）製の容器で
あって飲料又はしょ
うゆその他主務大臣
が定める商品を充て
んするためのもの

主としてプラスチッ
ク製の容器包装で
あって上記以外のも
の

(うち白色トレ
イ)
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９

　　＝　直近年度の分別基準適合物等の収集実績×人口変動率

人 人 人 人 人

％ ％ ％ ％ ％

１０　分別収集を実施する者に関する基本的な事項 (法第８条第２項第５号）

　算定に当たり、直近年度の分別基準適合物等の収集実績は令和６年度の実績量とした。

令和８年度 令和９年度 令和10年度 令和11年度 令和12年度

将来推計人口 55,942 55,151 54,363 53,573 52,726 

人口変動率 97.3 95.9 94.5 93.1 91.7 

※人口変動率は将来推計人口と令和6年9月30日現在の人口で比較した率

分別収集する容器包装の種類
収集に係る

分別の区分
収集･運搬の段階

選別･保管等

の段階

スチール製容器

アルミ製容器

無色のガラス製容器

茶色のガラス製容器

その他のガラス製容器

飲料用紙製容器 紙パック

段ボール製容器 段ボール

上記以外の紙製容器包装 紙製容器包装

飲料、しょうゆ等のPET製容器 ペットボトル

上記以外のプラスチック製容器包装
プラスチック製容器
包装

各年度において得られる分別基準適合物の特定分別基準適合物ごとの量及び容器包装リサ

イクル法第２条第６項に規定する主務省令で定める物の量の見込みの算定方法

特定分別基準適合物等の量及び容器包装リサイクル法第２条第６項に規定する主務省令で定める物
の量の見込み

また、人口変動率は、住民基本台帳に基づく十和田市の人口（令和６年９月３０日政策財政課発
表）の将来推計より、次のとおり設定した。

　容器包装廃棄物の分別収集の実施にあたり、現行の収集体制を活用して行う。

なお、現在、子ども会及び町内会等の団体による資源集団回収が進んでいる缶類・びん類及び紙

類等については、引き続きこれらの団体が分別収集を優先的に実施できるように支援する。

　収集・運搬・選別・保管等の段階の実施者について下表に示す。

缶
　委託業者による　　

指定日回収
　再生業者の事業場
　で選別・保管

ガラスびん
　委託業者による　　

指定日回収
　組合の施設で
　選別・保管

　委託業者による　　
指定日回収

　委託再生業者
　の事業場で
　選別・保管

　委託業者による　　
指定日回収

　委託再生業者
　の事業場で
　選別・保管
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１１　分別収集の用に供する施設の整備に関する事項 (法第８条第２項第６号)

１２　その他容器包装廃棄物の分別収集の実施に関し重要な事項

　　・

分別収集する容器包装の種類
収集に係る

分別の区分
排出方法 収集車

中間処理・

保管施設

スチール製容器

アルミ製容器

無色のガラス製容器

茶色のガラス製容器

その他のガラス製容器

飲料用紙製容器 紙パック

段ボール製容器 段ボール

上記以外の紙製容器包装 紙製容器包装 指定袋 パッカー車

飲料、しょうゆ等のPET製容器 ペットボトル

上記以外のプラスチック製容器包装
プラスチック製容
器包装

・小学生が行う雑紙の回収に県と連携して取り組み、分別強化の周知を図る。

　当面、容器包装廃棄物の缶については、再生事業者の事業場で選別・圧縮・保管する。

　また、ガラスびんについては、十和田地域広域事務組合のストックヤードで選別し、保管する。

ペットボトル・プラスチック製容器包装及び紙製容器包装は、委託再生事業者の事業場で圧縮･

梱包保管する。

　分別収集の用に供する処理方法を下表に示す。

缶 指定袋 パッカー車
再生事業者
の事業場で
選別･圧縮･保管

ガラスびん 指定袋 パッカー車
手選別
３色分別
（ストックヤード）

ひもで十文
字に縛る

パッカー車
平ボディ車

委託再生事業者
の事業場で
選別･圧縮･保管

指定袋 パッカー車
委託再生事業者
の事業場で
選別･圧縮･保管

・行政と市民のパイプ役として各町内会長にごみ減量等推進員を委嘱し、地域ごとの現状を把握す

るとともに、分別排出の徹底と分別マナーの向上を図る。

・子ども会・町内会、ＰＴＡなどの団体が行う、資源集団回収事業を促進するため、奨励金の交付
を行う。（令和４年度より奨励金の単価が３円から５円に増額したため、より一層の周知を図
る。）

・学識経験者、各種団体の代表者で組織した生活環境保全審議会で、一般廃棄物の減量、リサイク

ルの促進等、市環境行政に関する重要事項を審議する。
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